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アナ： 『市長が語る 2021三島』第 11回の今日は、「東京 2020オリンピック・ 

パラリンピック関連事業」についてお話を伺います。 

豊岡市長、よろしくお願いします。 

市長： よろしくお願いします。 

アナ： さて、東京 2020オリンピック・パラリンピックの開幕が間近に迫るなか、来週、

いよいよ三島の街にオリンピック聖火がやってきますね。 

市長： はい。 

現在も、日本全国を回っているオリンピック聖火が 6月 24日、木曜日の 

18時過ぎに、ここ三島市に到着します。 

アナ： オリンピック聖火が三島市へやってくるのは、1964年の東京オリンピック以来、

57年ぶりということで、期待が高まります。 

聖火リレーは、三島のどこを走る予定なのでしょうか。 

市長： はい。 

三島市での聖火リレーは、白滝公園前をスタートしまして、南に直進、本町交

差点を左折し、大通りを三嶋大社の方向に進みまして、最後は三嶋大社の大鳥居

から参道を通り、宝物館の前でゴールとなります。 

アナ： なるほど。 

三島の中心市街地が聖火リレーの舞台となるのですね。 

この聖火リレーに、市長はどのようなことを期待されますか。 

市長： はい。 

オリンピック聖火が、せせらぎと緑にあふれるこの三島にやってくることが 

市民の皆様の誇りとなり、三島市が更なる希望あふれる街になるとともに、 

長く続くコロナ禍で不安を感じていらっしゃる皆様の心にも明るい光を灯して 

くれることを期待しています。 

アナ： そうですね。 

聖火ランナーのひたむきな思いを感じたいですし、三島にも更に元気になって

もらいたいですね。 

ぜひ聖火リレーを観たいと思うのですが、観覧するうえで注意することはあり

ますか。 

市長： はい。 

大変心苦しいのですが、沿道での密集を避けるため、できる限り 

インターネットのライブ中継のご視聴をお願いしています。 

こちらは、聖火リレーの期間中は、毎日視聴することができます。 

沿道で観覧される場合には、マスク着用のうえ、大声を出さずに拍手による 
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応援など、感染症対策へのご協力をお願いします。 

アナ： なるほど。 

自宅からでもライブ中継で聖火リレーを楽しめるのですね。 

聖火リレーに伴う交通規制の情報についても、教えていただけますでしょうか。 

市長： はい。 

三島市における交通規制は、6月 24日、木曜日の 16時 50分から 19時 10分の 

間、中心市街地の道路の一部で行われます。 

平日の帰宅時間にあたり、大きな混雑が予想されますので、迂回や時差勤務の

ご検討など、市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

アナ： 聖火リレーの準備も大詰めかと思いますが、市民の皆さんに楽しんで頂けるよ

う、是非頑張ってください。 

市長： はい。 

大会組織委員会や静岡県としっかりと連携し、安全・安心な聖火リレーの実現

に向け、市を挙げて準備を整えてまいります。 

アナ： いよいよオリパラが始まる、という実感が湧いてきました。その他、 

大会に向けて三島市が準備されていらっしゃることについて教えてください。 

市長： はい。 

県内ではご存知のとおり、伊豆市で自転車競技の「トラックレース」、 

「マウンテンバイク」、小山町などでは、富士スピードウェイをゴールとした 

「ロードレース」などが開催されますことから、大会関係者や報道機関の方などの

三島への来訪や宿泊が想定されます。 

そこで、静岡県をはじめ大会組織委員会や関係市町等と協力して、安全・安心な

受け入れ、おもてなしの準備を進めています。 

アナ： 身近な地域が開催地というのは、本当に素晴らしいことですね。具体的にはど

のようなことを行うのでしょうか。 

市長： はい。 

街中を大会デザインのフラッグで装飾し、横断幕を掲げることで大会の機運を高

めるとともに、大会直前には、東レアローズさんと連携して、 

アメリカ男子バレーボールチームの事前合宿の受け入れを行います。 

また、大会期間中の来訪客へのおもてなしとして、三島駅南口に 

ミストシャワーの設置を行います。 

アナ： オリンピック・パラリンピックに向けた準備が大詰めを迎えているわけですね。 

市長： はい。 

国から示されている感染症対策の指針を守り、安全・安心に来訪者を 

受け入れることにより大会の成功につなげてまいりたいと考えています。 

アナ： 豊岡市長、本日はありがとうございました。 

市長： ありがとうございました。 


